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三井物産環境基金助成研究 

（要約） 

 

藤川義一 1 

 

目 的 

 本県の養殖マコンブの生産向上並びに漁場環境保全のため、早期に高収量で収穫できる高品質「すきこ

んぶ」用マコンブ種苗の開発と養殖手法の確立を目指すとともに、コンブ養殖による漁場環境改善効果を

把握する。 

 

材料と方法 

1．水深別養殖試験 

マコンブの養殖には、平成 18 年 4 月に八戸市鮫地先から採取した早期成熟系 F8 株種苗を用いた。種苗

の沖出しは、平成 25 年 12 月 17 日に、八戸市鮫地先に設置された延縄式養殖施設の幹綱部分に種苗が付い

た種糸を巻き付けして行った。平成 26 年 4 月 9 日に養殖試験施設のマコンブ養殖部分である幹綱部分の水

深が 1.0m、1.5ｍ、2.0ｍ、2.5ｍ、3.0ｍ、3.5ｍ、4.0ｍになるように浮き球のロープの長さを調整した。

養殖マコンブは、6 月 16 日に、大型に生長した藻体をそれぞれ 20 個体前後選び出し、葉長、葉幅、葉重

量を測定した。また、4 月から 7 月にかけての各月 1 回、各沖出し時の種苗と養殖施設に自生した天然マ

コンブについて、幹綱 50cm の範囲に生育する藻体を刈り取り、それぞれの本数と湿重量を測定した。 

2．コンブ漁場環境調査 

平成 26 年 4 月 9 日、5 月 15 日にコンブ養殖漁場において、多項目水質計（東亜ディーケーケー(株)、

WQC-24）を用いて表層と水深 1ｍ毎の水温と塩分を測定した。 

 

結果と考察 

1．水深別養殖試験 

養殖マコンブは各養殖水深で生育サイズが異なり、平成 26 年 6 月 16 日には葉長、葉幅、葉重量が水深

1.0ｍと 4.0ｍでそれぞれ平均 140 ㎝と 135 ㎝、8.0 ㎝と 9.7 ㎝、64ｇと 57g と比較的大型であったのに対

し、水深 1.5～2.5ｍではそれぞれ平均 20～28 ㎝、3.1～4.4 ㎝、3.4～5.8g と小型であった。養殖試験施

設の幹綱 1ｍあたりの生育重量は、水深 1.0ｍで 7.4kg と最も重く、次いで水深 3.0～4.0ｍで 4.0kg 前後

であった。幹綱 1ｍあたりの生育本数は、水深 3.0ｍ、3.5ｍで 500 本以上、そのほかの水深では 137～297

本の範囲にあった。なお、試験開始時の 4 月 9 日の養殖マコンブの葉長、葉幅、葉重量は、それぞれ平均

84 ㎝、3.6 ㎝、0.8ｇであった。 

2．コンブ漁場環境調査 

調査海域のコンブ漁場では浅い水深で水温が高く、塩分が低い傾向が見られた。 

平成 26 年 4 月 9 日の調査では、表層、水深 1ｍでは水温がそれぞれ 7.4℃、6.2℃で水深 2ｍ以深に比べ

それぞれ 2.6℃、1.4℃以上高く、塩分がそれぞれ 10.9、16.0 と通常の 1/3～1/2 の濃度であった。5 月 15

日の調査では、水温は水深 3ｍでは 9.7℃であったが、表層では 11.4℃と高く、塩分は表層で 23.0 と低か

った。 

養殖マコンブは、水深 4ｍで比較的大型の藻体が生き残ることが明らかとなった。試験海域では水深 3

ｍ以深で水温や塩分に大きな変化が認められなかったため、養殖マコンブの流失を防ぐ方法の一つとして

水深 4ｍの深所での養殖が考えられた。 

 

1 青森県農林水産部水産局漁港漁場整備課 

発表誌：三井物産環境基金 2011 年度 研究助成 最終報告書,平成 26 年 10 月 

 

１ 水産総合研究所の沿革と組織 

 

（１）位    置 

 青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊１０ 

（〒039－3381 TEL 017－755－2155  FAX 017－755－2156) 

 

（２）沿    革 

明治３３年２月  青森県水産試験場設置認可（農商務大臣） 

明治３３年４月  青森市大字大野字長島青森県庁構内に設置し事務開始           

明治３４年    相坂鮭鱒人工ふ化場を上北郡藤坂村に設置               

大正１３年    本場を八戸市湊町に移転                        

昭和２３年    黒石養魚場を南津軽郡中郷村に設置                  

昭和２３年    本場を西津軽郡鰺ヶ沢町に移転、庁舎新築 

昭和２４年    陸奥湾分場をむつ市に設置 

昭和２５年    黒石養魚場を黒石市大字石名坂に移転 

昭和２７年    陸奥湾分場が陸奥湾水産増殖研究所と改称され独立機関となる  

昭和４３年      水産増殖研究所を平内町茂浦に移転し、水産増殖センターと改称する 

昭和５１年３月  鰺ヶ沢町大和田に水産試験場新庁舎を竣工                              

昭和５６年４月  十和田市に青森県内水面水産試験場を設置する（相坂、黒石両養魚場及び内水 

面関係業務を移管）                            

昭和５８年２月  青森県水産試験場漁業研修センター竣工                 

平成 ５年    水産増殖センター新庁舎竣工                         

平成１２年４月  水産試験場創立１００年 

平成１３年３月  八戸市ポートアイランドに漁具倉庫新築 

平成１５年４月  試験研究機関の統合により青森県水産総合研究センターと改称され、下部機関 

として増養殖研究所、内水面研究所が配置となる 

平成１８年４月  水産総合研究センター庁舎を鰺ヶ沢町舞戸町に移転 

平成２１年４月  青森県水産総合研究センターと増養殖研究所を統合し、地方独立行政法人青森 

県産業技術センター水産総合研究所となり、庁舎を平内町へ移転 
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（３）機    構（平成 26年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所：３３名（うち、外部資金研究員２名） 

試験船：３１名 

 計 ：６４名 

所 長 

企画経営監 総括研究管理員 

総務調整室 総務に関すること 

(正職員６名) 

資源管理部 沿岸沖合の資源と漁場に関する調査研究 

(正職員４名、外部資金研究員１名) 

漁場環境部 海洋環境と漁場環境に関する調査研究 

(正職員４名、研究専門員１名) 

ほたて貝部 ホタテガイと二枚貝の増養殖に関する調査研究 

(正職員５名、技能専門員１名) 

開 運 丸 (17名) 

なつどまり (５名) 

青 鵬 丸 (９名) 

資源増殖部 海産動植物(二枚貝を除く)の増養殖に関する調査研究 

(正職員７名、外部資金研究員１名) 

 

 

（４）施    設 
 

  ① 土     地    ２０，９７１．３０㎡ 

  ② 建     物     ５，４６１．７４㎡ 

   ・管 理 研 究 棟    鉄筋コンクリート造 １部２階建  １，７３５㎡ 

   ・実 験 機 械 棟    鉄骨造       平屋建    １，１２２㎡ 

   ・飼 育 実 験 棟     〃         〃     １，５６３㎡ 

   ・研 修 宿 泊 棟    木 造       ２階建      ２７１㎡ 

   ・作  業  棟     〃        平屋建      ３２４㎡ 

   ・取 水 ろ 過 棟    鉄筋コンクリート造          １０３㎡ 

   ・倉  庫  棟    木 造       平屋建      １０８㎡ 

   ・発 電 機 棟    鉄筋コンクリート造  〃        ５９㎡ 

   ・車  庫  棟    鉄骨造        〃        ７４㎡ 

   ・油  庫  棟     〃         〃         ８㎡ 

   ・そ  の  他                        ９５㎡ 

  ③ 主 な 施 設 

   ・海水取水ポンプ           ７．５ＫＷ     ３台 

   ・逆 洗 ポ ン プ           １８．５ＫＷ    １台 

   ・ろ過槽（重力式）          ８０トン／時    ３基 

   ・ろ過貯水タンク           １２０トン     １基 

   ・屋外コンクリート水槽        １２トン：６面、１０トン：８面 

   ・親魚棟コンクリート水槽       ３０トン：１面、２０トン：１面、１０トン：４面 

   ・屋内ＦＲＰ水槽           ３０トン：２面、１０トン：２面、５トン：３面 

   ・ブ ロ ワ ー           ３．７ＫＷ：２台、５．５ＫＷ：１台 

   ・発  電  機           ５００ＫＶＡ    １台 

   ・海水温度制御装置（アクアトロン）  温海水 ５系統 ３５トン／時 

                      冷海水 ４系統  ６トン／時 

   ・海況自動観測装置（ブイロボット）  ３基 

  ④ 試  験  船 

   ・開  運  丸     ２０６トン ディーゼル  １，４００ＰＳ（鉄鋼船） 

   ・青  鵬  丸      ６５トン ディーゼル  １，０００ＰＳ（ 〃 ） 

・な つ ど ま り      ２４トン ディーゼル    ７７０ＰＳ（ＦＲＰ船） 

  ⑤ 実  習  船 

     み  ど  り    ４．２トン ディーゼル ５０ＰＳ（ＦＲＰ船） 

     二 十 一 海 洋    ２．８トン 船外機（２サイクル）１１０ＫＷ（ＦＲＰ船） 
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